
 

うち県内出身

868 （ 922 ） 152 （ 160 ） 112 17.5% （ 17.4% ） 1,418 （ 1,421 ） 245 （ 184 ） 17.3% （ 12.9% ）

239 （ 232 ） 45 （ 52 ） 28 18.8% （ 22.4% ） 271 （ 270 ） 43 （ 42 ） 15.9% （ 15.6% ）

78 （ 70 ） 55 （ 48 ） 51 70.5% （ 68.6% ） 83 （ 73 ） 62 （ 55 ） 74.7% （ 75.3% ）

208 （ 221 ） 172 （ 180 ） 164 82.7% （ 81.4% ） 241 （ 256 ） 216 （ 224 ） 89.6% （ 87.5% ）

146 （ 146 ） 21 （ 23 ） 19 14.4% （ 15.8% ） 219 （ 207 ） 193 （ 166 ） 88.1% （ 80.2% ）

1,539 （ 1,591 ） 445 （ 463 ） 374 28.9% （ 29.1% ） 2,232 （ 2,227 ） 759 （ 671 ） 34.0% （ 30.1% ）合計

米子工業高等専門学校

鳥取看護大学

鳥取短期大学

公立鳥取環境大学

鳥取大学

就　職　者（A） 卒　業　者（C）

うち県内就職（B） 比　率（B/A） うち県内出身（D） 比  率（D/C）

令和５年度末 本県出身大学生等の県内就職状況等について 

 
令和６年１１月２９日 

人口減少社会対策課 

 

令和６年３月に卒業した本県出身大学生等の県内就職状況について、県内・県外大学等に調査を

行った結果は次のとおりでした。 

 

（１）県内大学等卒業生の県内就職状況 
 

 

 

 

 

 
 

※（ ）内は前年数値。鳥取大学と鳥取環境大学は大学院（修士課程）含む。（地元定着に関する協定に用

いた値（県内就職率）は学部生のみを対象としており、上記の数値とは異なる。） 
  

（２）本県出身の県外大学等卒業生の県内就職状況 
卒業年⽉ 有効 

回答数 
県内高校 

出身者数（A） 
就職者数 

(県内外含む)(B） 
県内就職者数

（C） 
就職者に占める県内就職率（C／B） 

全体 男 ⼥ 
R6.3 91 校 1,128 人 901 人 316 人 35.1% 29.6% 39.9% 
R5.3 86 校 1,155 人 917 人 354 人 38.6％ 35.1％ 41.9％ 
R4.3 83 校 1,125 人 887 人 336 人 37.9％ 35.7％ 40.4％ 
R3.3 78 校 1,057 人 835 人 336 人 40.2％ 39.5% 40.9% 
R2.3 65 校 968 人 816 人 324 人 39.7% 37.5% 42.1% 

H31.3 60 校 960 人 793 人 282 人 35.6% 32.5% 38.6% 
（調査対象(R3.3 卒以降)：本県出身者在籍数上位 100 大学及びその他協定締結校） 

（調査対象(R2.3 卒以前)：本県出身者在籍数上位 50 大学、関東 15 大学、関西 10 大学及びその他協定締結校） 

＜概要＞ 

・地区別では、中国 45.5%、四国 39.3%、関西 27.3%、関東 12.5%、中部 40.0%、九州 25.0% 

・分野別では、文系 29.7%、理系 27.5%、医療・福祉 35.2%、教育 64.2%、その他 39.1% 

 

 
【結果概要】 
１ 県内大学等卒業者の県内就職率は 28.9％（前年比△0.2％） 
  …大学別では、鳥取大学 17.5%（＋0.1%）、鳥取看護大学 70.5%（＋1.9%）、鳥取短期大学 82.7%（＋

1.3％）が増加、公立鳥取環境大学 18.8%（△3.6%）、米子工業高等専門学校 14.4%（△1.4%）が減少。 

２ 県外大学等に進学した本県出身者の U ターン就職率は 35.1％（前年比△3.5％） 
  …大学の地区別に見ると、中国地方 45.5%（△5.8%）、関西地方 27.3%（△1.7%）、関東地方 12.5%（△

9.4%）となっており、近隣県及び都市部での減少傾向が顕著。 
 
⇒全国的な有効求人倍率の上昇を背景に、都市部における学生の引き合いが強まっていることも要

因の一つと思われます。 
（対策）これまで県外進学した学生と鳥取県との繋がりが薄く、県の情報が届きにくい環境にあった

ことから、就職支援協定を結んだ大学からのアプローチに加え、都市部の若者による緩やかなネ
ットワークづくり（「とっとりへウェルカニネットワーク」）や、「親・家族」を介した情報発信
の強化、成人式等の機会をとらえた U ターン・定住の PR（テレビ CM 放映や「とりふる」の活用
促進キャンペーン）等により、県外に進学・就職した鳥取県出身者への情報発信や移住・就職相
談対応の強化を図ります。 

※「とっとりへウェルカニネットワーク」、親・家族を介した情報発信、成人式等の機会をとらえた PR は、「とっとり若者 U

ターン・定住戦略本部」の議論を踏まえ事業化。 


